
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．学校環境 

 大正 2 年に創立された本校は、東近江市能登川

地区の中心部にある。学校から徒歩 3 分ほどの場

所に JR 能登川駅があり、交通の便がよいベッド

タウンとして学校周辺には住宅地が広がっている。 

学区内には、地域で親しまれている猪子山があ

る。公園や登山道が整備されており、山頂からは

琵琶湖を望むことができる。また、琵琶湖に注ぐ

大同川の支流である山路川、瓜生川が流れている

など自然の豊かさや琵琶湖とのつながりを感じや

すい地域でもある。 

 

２．今年度の取り組み 

（１）身近な自然のよさに気付き、考える活動 

①里山「猪子山」を拠点とした「猪子山活動」 

 本校では、猪子山をフィールドとして各学年で

環境学習「猪子山活動」を実施し、「猪子山で学ぼ

う」を大きなテーマとして学習活動を行っている。 

昆虫や鳥類、樹木や草花などの生き物調査、木の

葉や実を使ったものづくりなどの活動を通して、

低学年では「体験を通して感性を養うこと」、中学

年では「課題を発見し、調べ、理解すること」、「高

学年では、「自然を守る行動・実践につなげること」

に重点を置いて系統的に学習活動を展開してきた。

各学年の教科の学習と猪子山活動が関わり合い、

実感を伴った学習活動をするとともに、学習課題

を身近に感じることができるようにしてきた。 

 また、11月には全校で登山をし、猪子山に親し

む活動を行った。その中でクラブ活動の１つ「猪

子山クラブ」に所属する子どもたちが、事前に猪

子山の自然や歴史について調べたり学んだりした

ことを基に作成した「猪子山クイズ」も実施し、楽

しみながら猪子山の自然について学ぶ活動も行っ

た。 

 活動を行うにあたっては、保護者の方や地域の

方、能登川博物館の方などにボランティアやゲス

トティーチャーとしてかかわっていただき、地域

とのつながりを高めることで、郷土を愛し地域の

自然を守ろうとする態度の育成を図っている。 

 

②身近な水生生物の生息環境を知る「山路川調査」 

 湧水が豊富な能登川地区では、特に水環境につ

いて関心が高い。本校では琵琶湖の水や生息する

水生生物を守る意識を育てるため、地域の川の様
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子を調べる活動を 5 年生が中心となって行ってい

る。今年度も校区内を流れる山路川で水質の指標

となる生物を中心に、水生生物の生息状況や水質

などを調べた。その結果、ホタルの幼虫や絶滅危

惧Ⅱ類に指定されているスナヤツメなど、きれい

な水質が保たれていることを示す生物を確認する

ことができた。一方で、川に捨てられているごみ

があったり、条件付き特定外来生物に指定されて

いるアメリカザリガニが見つかったりするなど、

川の環境を守っていく上での課題も見つかった。

子どもたちは MLGs とのつながりを意識しつつ

様々な資料なども活用して、身近な水環境や水生

生物を守るために、自分たちには何ができるかを

考えていた。 

  

（２）環境保護の大切さを広め、つなげる活動

「エコ・スクールプロジェクト」 

 教科等の学習で、見つけて、考えて、培った環境

を守ろうとする子どもたちの思いを、日常的な実

践に結びつける「エコ・スクールプロジェクト」に

本校が参加して、今年度で 22 年目となる。子ども

たちは今年度のエコ・スクール活動のテーマを「未

来のため、地球のため、みんなですみやすい環境を大

切に」と決め、節電や節水、リサイクルの大切さを広め、

実践する活動を計画、実践してきた。 

 子どもたちが初めに行ったのが、節水や節電、リサイ

クルを呼びかける放送やポスター作りである。朝学習の

時間に放送を行ってリサイクルの大切さを伝えるととも

に、階段や手洗い場など、目につきやすいところにポス

ターを貼り、リサイクルの呼びかけができるだけ多くの子

どもに届くようにした。２学期には、主に低学年を対象と

して、リサイクルを楽しく学べるイベント「リサイクル・キッ

ズワールド」を企画・実施し、不要なレジ袋やラップの芯

などを使ったおもちゃ遊びを紹介するとともに、リサイク

ルの大切さを分かりやすく伝える紙芝居もして、低学年

にもリサイクルの考え方が広がるように工夫して活動を

進めた。 

 

 

 また、今年度のエコ・スクール活動の締めくく

りとして、本校のエコ・スクール活動の目標を明

確にした「能南 GOALs」の原案を次年度に向けて

作成した。「能南 GOALs」は MLGs を基にしてお

り、MLGs の内容をさらに本校に合わせた内容と

なるように検討を進めた。例えば、MLGs Goal 5

「恵み豊かな水源の森を守ろう」の項目を、能南

GOALs 5「猪子山の自然を守ろう」として本校に

合う形で設定している。こうすることで、子ども

たちが生活の中でエコ・スクール活動を意識しや

すくなるだけでなく、MLGs にも関心をもち、環

境を守ろうとする意識を高めることができると考

える。 

３．今後の課題 

 作成した能南 GOALs の原案は、今年度完成版

としてまとめることはできなかったが、今後、ど

の学年の子どもも理解しやすい内容にするととも

に、項目を精査し、まとめていく必要がある。次年

度、最初に行うエコ・スクール活動の一つとして、

能南 GOALs を完成させることで、1 年間のエコ・

スクール活動を進めやすくし、活動の振り返りに

も活用できるようにしていきたい。 

 また、今年度実施した「リサイクル・キッズワー

ルド」の取組は、参加した子どもたちにも好評で

あり、エコ・スクール委員会の子どもたちも充実

感を感じるとともに、反省点も明確に持つなど、

子どもが主体的に取り組めた活動の一つだった。

今年度の反省を次年度のエコ・スクール活動の中

心となる子どもたちにも引継ぎ、子どもたちがよ

り主体的に活動に取り組めるようにしていきたい。 
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